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～ 細胞にダメージなく生きたまま 
長期に観察可能な 

　　ライブセルイメージング技術～ 

特許 第5728201号　「細胞毒性検査方法」 



これまでの長期にわたるライブセルイメージングによる画像取得、並びに、画像解析技術 
の開発を行ってきたメンバーをベースに、特に、放射線とブルーライトによる細胞傷害の 
評価、並びにその応用についての研究を行う。研究所は以下の4つのグループからなる。 
 
 

研究内容の概要 

生細胞に対する放射線の評価　（代表：教授　児玉　靖司） 

Tanaka et al., Bioimages 25: 7-17 (2017) 	

核・染色体を可視化した細胞株を用いて長期間のライブ観察可能 

  	

M. S. Sasaki  S. Kodama 1987�

mCherry-histone H3 で可視化したm5S細胞�



ブルーライトによる細胞毒性評価系の構築 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：准教授　和田健司） 

ブルーライト誘発細胞傷害の評価　（代表：准教授　赤川　貢） 

Ø  細胞傷害機構を分子レベル
で解明 

Ø  細胞保護効果を有する食品
因子の探索 

ブルーライトが網膜色素上皮細胞死を
引き起こして網膜疾患を発症させる？ 

Blue light	

ヒト由来網膜色素上皮細胞 
ARPE-19 cells 

ライブセルイメージングを用いた細胞死の解析	

ライブセルイメージング法を用いた短波長可視光毒性評価	

近年，液晶等のよる青色光網膜障害などブルーライト
による人体への影響が問題となっている． 細胞への
短波長可視光照射による光毒性発生機構を解明する
ため, 生細胞をリアルタイム観察しながら 特定部位に
短波長レーザー光を部分照射可能な実験系を開発し，

ブルーライトによる細胞毒性評価系を構築する.	

DNA損傷をモニタするためのPCNA可視化細胞 
　　　Nakagawa et al., Mol. Biol.  (2016) 	

http://blue-light.biz/about_bluelight/　より	
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● 南海高野線白鷺駅（南口）から南西へ約500m	
　　徒歩約10分	
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◆理学研究科 
　教授  児玉 靖司（研究所長） 
　助教  白石 一乗 
 
◆工学研究科 
　准教授  和田 健司 
　助教　　　松山 哲也 
 
◆オプトサイエンス　　高橋　達也 
◆リンレイ技術研究所　森岡　雅彦 
 
 
 

2020年 3月１日　設立	


